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システム論を生かした理解(1)
システムとは、相互作用する「要素」からなる「全体」です。家族（要素）は相互作用し合い、家族
システム（全体）を作ります。学校システムや社会システムも同様です。要素間の相互作用が変われば
システムも変わり、また、それぞれのシステムは、お互いに影響し合います。このことを活用して、シ
ステム内の相互作用を変化させたり、システム間の関係を変え、問題解決を図ろうとします。

▲▽ ▲▽

◎ システム論の基本的な考え方

①「ある状況下での行動選択の仕方」には、

その人のパターンがあると考える

②個々の人間は、それぞれに問題を解決しよ

うとして行動するが、それにもかかわらず、

システムとしては、「問題を維持・強化」

するようなパターンを繰り返す

③システムの中で起こっている出来事から、

それぞれのパターンを抽出する

④パターンは、特定の文脈（ストーリー）の

中で起こっている

⑤問題解決のためには、

※パターンを作り上げている「文脈」を変え

る（新しく作る）

※文脈と文脈の「ズレ」が「問題」を起こす

のであり、そのズレを修正していく

※パターンの一部を変えて、関係者間の相互

作用に変化をもたらす

例：近所のおばさんとの人間関係に悩むＡ子の母

正しい文脈が有効

なのではなく、関

係者が問題解決に

向かえるような文

脈が有効。

パターンを変える

ときは、一部分の

小さな変化でいい

し、変えられる人

が変えればよい。

最近、母親は、中２のＲ男に苦戦している。何度言って

も学校からのプリントを出し忘れたり、薬も言わなけれ

ば飲まないでしまう。勉強にしてもしかりで、毎日あれ

これ言わないと何一つ満足にこなさない。そんな母親に

Ｒ男は、「ちゃんとやってる」「しつこい」「どうしてオ

レばかり責めるんだ」などと言って、最後はケンカにな

る。父親が仲裁に入るが、父親も水掛け論の二人に腹を

立て、「勝手にしろ」と言って、その場を離れる。

母親から見た文脈 パターン

Ｒ男から見た文脈

文脈の「ズレ」の修 パターンの一部を
正を図って、問題の 変え、問題解決を
解決を考える 考える

Ｒ男は、黙っていればやらない

子。やらなければ困るのはＲ男

自身。だからこそ、一つ一つ言

って、きちんとやる習慣をつけ

させなければならない。
↓

Ｒ男のためを思い、口うるさく

言って、Ｒ男が「きちんとやる

習慣」が身につくように、母親

として習慣作りの役割を果たす

そうとする母親。

やるときはちゃんとやっている

し、後でやろうと思っているの

時にも、しつこく「あれやった

か、これやったか」と言われる

と腹が立ってくる。兄が同じよ

うにしていても何も言わないく

せに。
↓

母親は、オレを信用していない

し、オレにばかり「ちゃんとや

れ」と求める。どうせオレが悪

いんだろうと思いつつ、不満を

募らせるＲ男。

母は、Ｒ男がち

ゃんとやるよう

に習慣作りをし

なければと思う

↓
母は、いちいち
ちゃんとやって
いるか確かめる

↓
Ｒ男は、自分ば
かり言われ、信
用されていない、
責められている
と感じる

↓
Ｒ男は、母に反
抗し、激しいケ
ンカとなる

↓
父親が仲裁には
いるが決裂する

↓
みんなおもしろ
くない思いで解
散する

例：「『忘れ虫』が働き、つい忘れることが多い

中で、忘れずにちゃんとやっている部分も多い

Ｒ男をきちんと見て評価している母親」という

文脈を作り、対応を考える

例：パターンの一部を変え、「父親は、仲裁役をや

め、その代わり、時にＲ男の肩をもって代弁し、

次は母親の肩をもって代弁をする」ことにする

▲▽ ▲▽
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